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巻 頭 言 

育成と二刀流 

医療生命薬学研究所所長 山本浩充 

 

平成 30 年の夏は非常に沢山の出来事が起こった。まさに酷暑という言葉で表されるような連日

40 度を超えるような暑い日が続いた。また、中国地方での土砂崩れを伴う大雨や強風を伴って関西

地方をおそった台風、北海道での地震など、多くの自然災害が発生した。被災された方々には、謹

んでお見舞い申し上げます。 

今年の夏は、スポーツの世界でも色々なニュースがあった。酷暑の中で開催された甲子園では、

金足農業の活躍で大きく盛り上がり、ジャカルタで開催されたアジア大会の競泳では池江璃花子選

手が 6 個の金メダルを含む 8 個のメダルを獲得した。全米テニスでは、女子では大阪なおみ選手が

優勝し、男子では錦織圭選手が準決勝まで進んだ。私も、趣味で週末にテニスをしているが、たい

へんな驚きとともに興奮と感動を覚えた。ただ、興奮して下手にまねをすると、体を痛めてしまう

ので、適度な運動になるように努めたい。また、プロ野球では私が応援している広島東洋カープが

3 年連続のリーグ優勝を果たした。それまでは、最も優勝から遠ざかっていたチームで、15 年連続

B クラスという厳しい時代を経て、今に至る。長期のチーム構成を見据えて選手の育成をしてきた、

野村前監督とそれを引き継いだ緒方監督。さらにメジャーリーグから戻ってきた黒田投手や優勝で

きるチームでプレーがしたいと言って FA で出て行ったものの、出先のチームでは優勝かなわず戻

ってきてくれた新井選手が、若手選手にアドバイスを送り、多くの選手が育ち、成績を伸ばした。

その結果が実を結び、優勝へと繋がった。現在、薬剤師として求められる基本的な資質（10 の資質）

の一つに、「教育能力：次世代を担う人材を育成する意欲と態度を有する」がある。臨床現場で働か

れている卒業生の皆さんのもとでも、愛知学院大学の学生が実務実習をさせて頂いていることと思

う。今後とも、大学と共に学生指導にご協力頂き、愛知学院大学から多くの次世代を担う、また次

世代のリーダーとなり得る薬剤師が輩出されることを期待している。 

野球のことが続くが、海外ではエンジェルスの大谷選手が二刀流で活躍し、センセーショナルを

巻き起こした。薬剤師の業務も日々忙しいと思うが、本学には、薬学研究科が設置され、社会人の

方にも考慮したカリキュラム編成がなされているので、在学生だけで無く、薬剤師業務をされてい

る卒業生にも、博士（薬学）を目指して、是非、薬剤師と研究者の二刀流を目指されることを勧め

たい。 

今回、愛知学院大学薬学会誌は第 11 巻となり、次の 10 年に向け新たな 1 歩を踏み出した。常に

新しいことにチャレンジし続けることで、愛知学院大学 薬学部、大学院 薬学研究科、ならびに医

療生命薬学研究所が益々発展していくことを祈念している。 
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